
庄
原
市
は
、
地
域
の
宝
で

あ
る
子
ど
も
た
ち
、
ま
た
、

こ
れ
か
ら
生
ま
れ
て
く
る
子

ど
も
た
ち
に
安
心
な
環
境
を

提
供
す
る
と
と
も
に
、
子
ど

も
た
ち
を
育
む
保
護
者
の
皆

さ
ん
を
支
援
す
る
た
め
、『
庄

原
市
こ
ど
も
未
来
広
場
』
の

整
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

『
小
児
科
診
療
所
』
と
『
病

児
病
後
児
保
育
施
設
』
に
続

き
、
こ
の
た
び
『
庄
原
子
育

て
支
援
施
設
』
の
整
備
を
完

了
し
、『
庄
原
市
こ
ど
も
未

来
広
場
』が
完
成
し
ま
し
た
。

　

７
月
７
日
、庄
原
市
こ
ど
も
未
来
広
場
完

成
式
並
び
に
庄
原
市
庄
原
子
育
て
支
援
施
設

（
庄
原
ひ
だ
ま
り
広
場
）落
成
式
を
行
い
ま
し

た
。式
典
の
中
で
、木
山
耕
三
市
長
は
、次
の

と
お
り
思
い
を
述
べ
ま
し
た
。

　

本
市
で
は
「
人
口
の
減
少
」を
最
重
要
課

題
と
し
、子
ど
も
を
安
心
し
て
産
み
、育
て
る

こ
と
の
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
、優
先
し
て

取
り
組
む
べ
き
行
政
課
題
と
位
置
づ
け
、「
庄

原
市
こ
ど
も
未
来
広
場
の
整
備
」を
企
画
し
、

約
３
年
の
歳
月
に
よ
り
完
成
に
至
り
ま
し

た
。

　

夢
に
描
い
た
「
こ
ど
も
未
来
広
場
」が
完

成
の
日
を
迎
え
た
こ
と
は
、本
市
の
子
育
て

環
境
に
お
い
て
、大
き
な
一
歩
で
あ
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
４
月
に
は
、合
併
以
来
の
悲
願
だ
っ

た
市
内
で
の
産
科
再
開
が
実
現
し
、同
年
７

月
の
小
児
科
診
療
所
の
開
設
に
よ
り
、妊
娠

か
ら
出
産
、さ
ら
に
は
育
児
と
、本
市
の
子
育

て
体
制
は
大
き
く
充
実
し
ま
し
た
。

　

こ
の
「
こ
ど
も
未
来
広
場
」の
第
1
期
施

設
で
あ
る
「
庄
原
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク
」と

「
わ
ら
べ
保
育
室
」は
、い
ず
れ
も
早
い
段
階

か
ら
市
民
・
保
護
者
の
皆
さ
ん
の
信
頼
を
得

て
、安
心
・
満
足
の
声
と
と
も
に
、想
定
を
上

回
る
ご
利
用
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、第
２
期
の
施
設
と
し
て
、子
育

て
の
相
談
対
応
、保
護
者
の
集
い
の
場
な
ど
、

子
育
て
支
援
の
機
能
を
有
す
る
「
庄
原
ひ
だ

ま
り
広
場
」の
移
転
・
整
備
を
完
了
し
、計
画

し
て
い
た
施
設
が
す
べ
て
整
い
ま
し
た
。

　
「
庄
原
市
こ
ど
も
未
来
広
場
」に
は
、複
数

の
民
間
事
業
所
が
隣
接
し
て
い
ま
す
が
、各

社
と
も
、こ
ど
も
未
来
広
場
の
趣
旨
に
ご
賛

同
い
た
だ
き
、建
物
の
配
置
や
市
の
施
設
と

の
調
和
、駐
車
場
の
利
用
な
ど
に
大
変
配
慮

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。ま
さ
に
官
民
が

一
体
と
な
っ
て
、本
市
の
子
ど
も
た
ち
を
育

み
、見
守
る
拠
点
で
あ
り
、ま
た
、“
安
心
し
て

子
育
て
が
で
き
る
ま
ち
”の
象
徴
的
な
空
間

で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

本
施
設
の
活
用
に
よ
り
、庄
原
で
暮
ら
す

若
い
皆
さ
ん
に
、「
庄
原
が
い
ち
ば
ん
」と
感

じ
て
い
た
だ
き
、過
疎
化
・
少
子
化
の
抑
制

に
結
び
つ
く
こ
と
を
切
に
願
っ
て
い
ま
す
。

　

親
子
が
気
軽
に
集
い
、悩
み
を
抱
え
た
保

護
者
に
寄
り
添
い
支
援
し
、こ
れ
か
ら
は
、皆

さ
ん
と
一
緒
に
子
ど
も
達
を
育
て
、一
緒
に

成
長
す
る
段
階
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
す

の
で
、さ
ら
な
る
子
育
て
体
制
の
充
実
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

式
典
終
了
後
、記
念
行
事
と
し
て
、ミ
ニ
こ

ど
も
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
し
た
。世
代
を
超

え
、多
く
の
方
が
来
場
し
、共
に
「
庄
原
市
こ

ど
も
未
来
広
場
」の
完
成
を
喜
び
ま
し
た
。

庄原市小児科診療所
庄原市病児病後児保育施設 庄原市庄原子育て支援施設

所在地 庄原市西本町二丁目 12 番９号 庄原市西本町二丁目 12 番８号

敷地面積 1,296.76 平方メートル 702.87 平方メートル

建築面積 394.09 平方メートル 263.42 平方メートル

床面積
318.08 平方メートル
 小児科診療所　　　 214.22 平方メートル
 病児病後児保育施設 103.86 平方メートル

228.11 平方メートル

構造 木造平屋建 木造鋼板葺平屋建

駐車場 13 台 ６台（駐輪場　５台）

総事業費
（令和元年６月現在）

小児科診療所　２億 2,121 万円
病児病後児保育施設　１億 1,413 万円

１億 5,950 万円

●庄原市こども未来広場　施設配置図

●施設概要等

子
育
て
世
代
に
大
き
な
安
心
感
を

庄
原
市
こ
ど
も
未
来
広
場
完
成
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幼児トイレ

庄原ひだまり広場

庄原こどもクリニック わらべ保育室

庄原市庄原子育て支援施設

庄原市小児科診療所 庄原市病児病後児保育施設

○休所日　日曜日、休日および年末年始（12 月 29 日から翌年１月３日まで）
○開所時間　９時 30 分～ 16 時
○事業内容　子育てに関する相談対応および情報提供、子育て家庭の交流の場
の提供、子育てサークルの活動支援などを行います。

 ☎ 0824-74-6810・FAX 0824-74-6811
○休診日　日曜日、休日および年末年始（12 月 29
日から翌年１月３日まで）
○診療時間
月・火・木・金曜日：９時～ 12 時、15 時～ 18 時
水曜日　　　　　　：９時～ 12 時
土曜日　　　　　　：９時～ 13 時

 ☎ 0824-74-6770（FAX 兼）
○休所日　土曜日、日曜日、休日および年末年始（12
月 29 日から翌年１月３日まで）
○開所時間　８時 30 分～ 18 時
○定員　４人（同一世帯での複数児童の利用など、適
当と認められるときは定員を超えることができます。）
○事業内容　病児および病後児に一時的な保育の場を
提供します。

　

新
し
い
庄
原
ひ
だ
ま

り
広
場
は
、
７
月
８
日

か
ら
供
用
開
始
と
な
っ

て
い
ま
す
。
利
用
し
て

い
る
皆
さ
ん
に
感
想
を

聞
い
て
み
ま
し
た
。

▼
外
遊
び
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
う
れ
し

い
。
子
ど
も
が
成
長
し

て
遊
べ
る
よ
う
に
な
る

の
が
楽
し
み
で
す
。

▼
木
の
ぬ
く
も
り
も
感

じ
ら
れ
、
広
く
て
明
る

く
て
気
持
ち
の
よ
い
空

間
で
す
。

▼
広
く
て「
は
い
は
い
」

が
た
く
さ
ん
で
き
て
と

て
も
楽
し
そ
う
で
す
。

▼
子
ど
も
用
の
ト
イ
レ

が
あ
っ
て
う
れ
し
い
。

ト
イ
レ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

も
安
心
し
て
で
き
そ

う
。

▼
駐
車
場
に
た
く
さ
ん

車
が
停
め
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
運
転
に
自

信
が
な
い
私
で
も
安
心

し
て
遊
び
に
来
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

▼
い
ろ
い
ろ
な
設
備
が

整
っ
て
い
て
使
い
や
す

い
。

庄
原
市
職
員
募
集
《
後
期
》

総
務
課
職
員
係　

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
２
２

●採用職種、採用予定人員および応募資格

職種 採用予定人員 応募資格（※）

一般事務職 若干名
平成元年４月２日から平成14年４月１日までに生まれた人

技術職（土木） 若干名

障害のある人
を対象とした
一般事務職

若干名
昭和59年４月２日から平成14年４月１日までに生まれた人
受付期限までに身体障害者手帳、療育手帳または精神障害者保健福祉
手帳の交付を受けている人

※いずれの職種も、令和２年４月１日から勤務が可能な人。
※１受験者につき１職種しか受験できません。
※令和元年度庄原市職員採用試験《前期》の受験者で、８月18日㈰に実施する第１次試験の合格者は、
今回募集する庄原市職員採用試験《後期》を受験することはできません。採用試験《前期》の合格発表
前に申し込みをすることはできますが、採用試験《前期》の第１次試験を合格した場合は、採用試験《後
期》の受験資格を失います。（提出された書類は返送します。）

自治振興区などを通じた
地域活動に積極的に参画
し、市民との協働に努め
る職員

組織のミッションを理解
し、それを実現するため
の最善の方法を導き出せ
る職員

失敗を恐れずに新たな課
題に果敢に挑戦していく
職員

●市は次のような職員を求めています。
市

民

起

点

経

営

感

覚

自
律
と
創
造

●
申
込
手
続

（
１
）試
験
案
内
・
申
込
書
の
入
手
方
法

①
配
布
場
所

総
務
課
職
員
係
、各
支
所
総
務
室

②
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.city.sho

bara.hiroshim
a.jp

）に
掲
載
中
の
試
験
案

内
か
ら
印
刷
し
て
く
だ
さ
い
。

③
郵
送
に
よ
る
請
求

庄
原
市
総
務
課
職
員
係
（
〒
７
２
７
‐

８
５
０
１　

庄
原
市
中
本
町
一
丁
目
10
番
１

号
）宛
て
に
返
信
用
封
筒
を
同
封
し
て
ご
請

求
く
だ
さ
い
。

・	

総
務
課
職
員
係
宛
て
の
封
筒
の
表
に
は
「
試

験
資
料
請
求
」と
朱
書
き
し
て
く
だ
さ
い
。

・
返
信
用
封
筒
（
角
形
２
号
：
縦
33
・
２
㎝
×

横
24
㎝
）に
宛
先
を
明
記
し
、１
２
０
円
切
手

を
貼
っ
て
く
だ
さ
い
。　

（
２
）提
出
書
類　

　

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、添
付
書

類
と
併
せ
て
総
務
課
職
員
係
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。　

（
３
）申
込
受
付
期
間　

９
月
17
日
㈫
17
時
15
分
ま
で

郵
送
の
場
合
は
９
月
17
日
㈫
消
印
有
効

●
試
験
の
方
法

　

試
験
は
第
１
次
試
験
～
第
３
次
試
験
と

し
、第
２
次
試
験
以
降
は
第
１
次
試
験
の
合

格
者
で
行
い
ま
す
。

【
第
１
次
試
験
】

試
験
日　

10
月
20
日
㈰
７
時
45
分
受
付
開
始

試
験
会
場　

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

（
庄
原
市
西
本
町
四
丁
目
５
番
26
号
）

試
験
科
目　

教
養
試
験
、作
文
試
験
、性
格
特

性
検
査
、専
門
試
験
（
技
術
職
（
土
木
）の
み
）

※
そ
れ
ぞ
れ
の
試
験
は
、活
字
印
刷
文
に
よ

る
出
題
に
よ
り
実
施
し
ま
す
。

【
第
２
次
試
験
】

試
験
日　

11
月
中
旬
（
予
定
）

試
験
内
容　

集
団
討
論
試
験

※
第
２
次
試
験
の
詳
細
は
、第
１
次
試
験
合

格
者
に
別
途
通
知
し
ま
す
。

【
第
３
次
試
験
】

試
験
日　

	

12
月
上
旬
（
予
定
）

試
験
内
容　

個
別
面
接
試
験

※
第
３
次
試
験
の
詳
細
は
、第
２
次
試
験
合

格
者
に
別
途
通
知
し
ま
す
。

●
採
用
予
定
年
月
日

令
和
２
年
４
月
１
日
採
用
予
定

問
い
合
わ
せ

総
務
課
職
員
係　

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
２
２

※
詳
し
く
は
、「
令
和
元
年
度
庄
原
市
職
員
採

用
試
験
《
後
期
》案
内
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

☎ 0824-75-0222（FAX 兼）
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